
企画展「日立変成岩の石剣」の大型石棒　茨城県内の３つの遺跡から出土した大型石棒を企画
展の冒頭に展示しました。１は取手市西

にし

方
かた

貝塚。住居跡の柱穴に埋められた状態で検出されました。
頭部付近の破片で，文様が彫刻されています。２はつくば市若

わか

森
もり

遺跡。頭部の形状はやや異なりま
すが，同じ石材でほぼ同じ大きさに製作された完形品２点が，並んで埋まっていたと伝えられてい
ます。３は鹿嶋市山

やま

之
の

上
うえ

遺跡群。端部を欠損していても残存する長さ 160㎝は，県内で最大です。

C
O
N
T
E
N
T
S

第13回企画展　日立変成岩の石剣／公開講座「ひたちなか市の考古学」第9回

ふるさと考古学　～遺跡と人のワークショップ～　2011-2015　

｢出会い，別れ，そして夢考古学の旅路｣　第16回　真壁町の遺跡の調査　（川崎純徳）

展示資料紹介　那珂湊反射炉跡採集の窯資料―水戸藩領内における近世窯業の一側面―　（川口武彦）

横穴墓を歩く⑮　愛宕山装飾横穴　（及川謙作） １ケース・ミュージアム 38　絵になる埴輪２

ひたちなか市内の発掘調査2015 ひたちなか市の古墳⑦　鉾ノ宮古墳群

歴史の小窓⑯　コトコト煮込む 虎塚古墳花便り⑯　ネジバナ ほか
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休館日 ： 月曜日 (ただし祝日の場合は翌日が休館 )

〒312-0011 ひたちなか市中根 3499　℡029-276-8311

２０１６年２２月 日(火)

５８月 日(日)～

ひたちなか市埋蔵文化財調査センター　入場無料

開館時間 ： 9 ： 00 ～ 17 ： 00　( 入館は 16 ： 30 まで ) ( 公財 ) ひたちなか市生活 ・ 文化 ・ スポーツ公社

日立変成岩の石剣
—縄文時代晩期における石棒の製作—

第１３回企画展

－縄文時代晩期における石棒の製作－

第 13 回企画展

日立変成岩の石剣

石
棒
と
い
う
名
前
の
石
器　

棒
状
の
石
製
品
を
石せ
き

棒ぼ
う

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
膨
ら
ん
だ
頭
部
を
、
一
端
あ
る
い

は
両
端
に
作
り
出
し
た
形
が
特
徴
的
で
す
。
江
戸
時
代

に
は
、
雷
神
の
持
ち
物
に
見
立
て
た
民
間
伝
承
か
ら
雷ら
い

槌つ
い

な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
に
な
っ
て

設
立
さ
れ
た
東
京
人
類
学
会
の
会
員
た
ち
が
、
石
棒
と

い
う
名
前
を
定
着
さ
せ
ま
し
た
。

石
棒
の
用
途
に
つ
い
て
は
、
外
国
の
民
族
事
例
を
参

考
に
食
物
の
加
工
具
や
、
武
器
な
ど
の
実
用
品
と
考
え

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
縄
文
時
代
で

も
石
棒
に
移
り
変
わ
り
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
に
つ
れ
て
、
祭
祀
の
道
具
な
ど
非
実
用
品
と
し
て
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

縄
文
時
代
の
中
期
中
葉
～
後
期
前
葉
の
石
棒
は
大
型

太
形
、
つ
ま
り
長
く
て
太
い
石
棒
で
す
。
感
覚
的
に
は

一
般
成
人
の
腕
よ
り
も
長
く
太
い
も
の
で
、
長
さ
は

五
〇
㎝
以
上
に
な
り
ま
す
。
長
野
県
の
「
北
沢
の
大
石

棒
」
の
よ
う
に
、
全
長
が
二
二
三
㎝
に
及
ぶ
も
の
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
が
後
期
中
葉
～
後
葉
に
な
る
と
、

大
型
細
形
、
つ
ま
り
長
く
て
細
い
石
棒
が
主
流
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
片
手
で
持
つ
こ
と
が
で
き
る
重
さ
の
も

の
で
す
。
頭
部
の
近
く
を
刀
の
鍔つ
ば

の
よ
う
に
突
出
さ
せ

た
成な
り

興こ
う

野や

型
と
呼
ば
れ
る
石
棒
が
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
九
州
に
ま
で
分
布
し
ま
す
。
岩
手
県
北
上
山
地
の

粘
板
岩
を
素
材
に
製
作
さ
れ
た
石
棒
が
広
く
流
通
し
、

そ
れ
を
真
似
た
も
の
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

関
東
地
方
西
部
の
石
剣
製
作　

関
東
地
方
西
部
で
は

縄
文
時
代
後
期
後
葉
に
、
短
く
て
平
ら
な
石
棒
、
つ
ま

『葬礼私考附録』に掲載された石棒　（太田稲荷神社宝物）

（石器写真縮尺約 1/4）

２０１６年２月２日（火）～５月８日（日）



多賀山地の地質　（田切美智雄氏提供）

3

り
石せ
っ

剣け
ん

が
出
現
し
ま
す
。
同
じ
三さ
ん

波ば

川が
わ

変
成
帯
の
緑
色
片

岩
で
あ
っ
て
も
、
大
型
の
石
棒
は
、
角
柱
の
よ
う
な
割
れ

方
を
す
る
礫れ
き

を
素
材
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

石
剣
は
、
板
の
よ
う
な
割
れ
方
を
す
る
礫
を
主
な
素
材
と

し
て
、
長
さ
も
五
〇
㎝
を
下
回
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

埼
玉
県
域
で
石
剣
を
製
作
し
て
い
た
の
は
、
三
波
川

変
成
帯
が
露
出
す
る
荒
川
流
域
に
大お
お

滝た
き

、
樋ひ

ノの

下し
た

遺
跡

な
ど
が
立
地
し
、
こ
こ
か
ら
離
れ
た
利
根
川
流
域
に
原は
ら

ヶが

谷や

戸と

、
新あ
ら

屋や

敷し
き

東
ひ
が
し

遺
跡
な
ど
が
位
置
し
ま
す
。
石
剣

は
、
剥は
く

離り

―
敲こ
う

打だ

―
研け
ん

磨ま

と
い
う
工
程
で
製
作
さ
れ
ま

す
。
打
ち
欠
い
て
大
ま
か
な
形
を
作
り
、
た
た
い
て
形

を
整
え
、磨
い
て
仕
上
げ
る
と
い
う
順
序
で
す
。
こ
れ
に
、

文
様
の
彫
刻
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
研
磨
の
砥と

石い
し

が
置
き
砥
石
で
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
手
持
ち
砥
石
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
関
東
地
方
東
部
と
は
対
照
的
で
す
。

関
東
地
方
東
部
の
石
剣
製
作　

縄
文
時
代
晩
期
に
な

る
と
、
関
東
地
方
東
部
で
も
石
剣
を
製
作
し
た
痕
跡
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
茨
城
県
北
部
で
は
、
多

賀
山
地
に
堆
積
す
る
岩
石
を
素
材
と
し
て
、
縄
文
時
代

晩
期
に
石
剣
が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
古
生
代

に
堆
積
し
た
地
層
が
温
度
と
圧
力
に
よ
る
変
成
作
用
を

う
け
た
岩
石
で
、
日
立
変
成
岩
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

赤
沢
層
の
角か
く

閃せ
ん

岩
や
緑
色
片
岩
、
大だ
い

雄お
う

院い
ん

層
の
ク
ロ
リ

ト
イ
ド
片
岩
や
千
枚
岩
も
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
圧
倒
的

に
多
い
の
は
鮎
川
層
の
粘
板
岩
で
す
。

　

鮎
川
層
の
粘
板
岩
は
、
砂
質
な
部
分
も
挟
み
ま
す
が
、

細
か
な
泥
を
原
材
と
し
て
い
て
、
磨
く
と
平
滑
に
な
り
、

彫
刻
も
映
え
ま
す
。
未
成
品
に
残
さ
れ
た
自
然
面
の
丸
み

茨城県北部の地形と遺跡の位置

常陸大宮市小野天神前遺跡の石剣と石刀　（個人蔵）

鹿嶋市山之上遺跡群の石棒　（個人蔵，飯島一生氏撮影）
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太

　
　平

　
　洋

10.多賀山地の石剣製作

茨城県北部には久慈川を境に， 西に八溝山地， 東に阿

武隈山地と呼ばれる山地形が展開します。 阿武隈山地も

久慈川支流の里川を境に， 西を久慈山地， 東を多賀山地

と呼んでいます。 その多賀山地に堆積する岩石を素材とし

て， 縄文時代晩期に石棒が製作されていました。 いずれも

古生代に堆積した地層が温度と圧力による変成作用を受け

た岩石で， 多賀山地の変成岩は 「日立変成岩」 と呼ばれ

ています。 赤沢層の角閃 （かくせん） 岩や緑色片岩， 大

雄院 （だいおういん） 層のクロリトイド片岩や千枚岩も利用

されますが， 圧倒的に多いのは鮎川層の粘板岩です。

４km

高鈴山

はんれい岩類（白亜紀）
入四間かこう岩類（白亜紀）

蛇紋岩類

大甕層（前期石炭系）
鮎川層（前期ペルム系）

大雄院層（前期石炭系）

後期古生代
真弓山

赤沢層
玉簾層

変成かこう岩北部岩体
変成かこう岩南部岩体
変成ポーフィリィ・流紋岩

前期～後期カンブリア系

不整合境界

洋
　
平
　
太

北の沢

長谷

十王

西堂平層（前期白亜系）

◎

◎

入四間
神峰山

石尊山

体
岩
合
複
成
深
山
火
立
日

｛
数値は放射年代値

○

○

○
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ン
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層
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赤
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そ
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あ 石
炭
紀

大い
だ
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お

院ん
い

う
そ層

紀
ム
ル
ペ

鮎ゆ
あ

川わ
か

層う
そ

★
5億年前

★

★

★

5億年前
★4億9100万年前

風神山 紀
炭
石

西し
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堂う
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ひ

層う
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層
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大
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そ
か
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お
お
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4億9600万年前
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埼玉県高井東遺跡の石剣　（埼玉県立さきたま史跡の博物館所蔵）



粘板岩を素材とした石剣製作　（1 ～ 4: 宮脇Ａ遺跡，5 ～ 9: 上の代遺跡）

１　剥離

２　剥離―敲打

３　敲打

４　敲打―研磨―彫刻 ５　剥離―敲打

６　敲き切りによる折断

７　擦り切りによる折断

８　敲打

９　研磨―成品
0 10cm

4

か
ら
、
ほ
と
ん
ど
は
河
川
礫
が
素
材
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
鮎
川
の
河
原
や
河
床
に
は
、
現
在
で
も
石
剣
の

素
材
に
適
し
た
礫
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
縄
文
時

代
に
も
、
こ
こ
で
素
材
の
礫
を
採
集
し
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
大
ぶ
り
な
礫
に
つ
い
て
は
、
現
地
で
大

ま
か
に
加
工
し
軽
く
し
て
か
ら
運
ぶ
の
が
効
率
的
で
す
。

日
立
市
の
上う
わ

の
代だ
い

遺
跡
や
宮み
や

脇わ
き

Ａ
遺
跡
の
発
掘
調
査

な
ど
で
も
既
に
資
料
は
出
土
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
立

変
成
岩
を
素
材
と
し
た
石
棒
製
作
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

注
目
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
〇
〇
一
年
に
石
棒

製
作
遺
跡
の
確
認
を
目
的
と
し
て
調
査
さ
れ
た
常
陸
太

田
市
の
本ほ
ん

覚が
く

遺
跡
は
、
未
成
品
と
と
も
に
製
作
に
関
わ

る
石
器
類
が
抽
出
さ
れ
、
敲
打
と
研
磨
の
工
程
を
中
心

に
、
石
剣
と
石
刀
が
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
柴
田
徹
に
よ
り
、
石
材
の
粘
板
岩
が
鮎

川
層
の
も
の
と
分
析
さ
れ
て
お
り
、
多
賀
山
地
か
ら
久

慈
山
地
へ
と
連
な
る
、製
作
工
程
の
流
れ
が
窺
え
ま
す
。

剥
離
と
敲
打
の
工
程
に
は
、
敲
た
た
き

石い
し

が
用
い
ら
れ
ま
し

た
。
敲
打
の
工
程
で
は
、
硬
質
の
石
材
を
打
ち
割
り
尖

っ
た
部
分
で
、
少
し
ず
つ
突
き
削
る
よ
う
に
加
工
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
未
成
品
に
は
、
敲
石
の
先
端
が
当

た
っ
た
部
分
が
小
さ
い
ク
レ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
窪
ん
で

い
ま
す
。
研
磨
の
工
程
に
は
、
軟
ら
か
な
砂
岩
の
砥
石

が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
置
き
砥
石
で
磨
い
た
痕
跡
が
横

方
向
に
、
手
持
ち
砥
石
で
磨
い
た
痕
跡
が
縦
方
向
に
、

擦さ
っ

痕こ
ん

と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
材
の
折
断
や
、
頭

部
の
く
び
れ
を
作
出
す
る
の
に
は
、
擦す
り

切き
り

具
と
し
て
削さ
っ

器き

が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　
　
（
鈴
木
素
行
）

今回の企画展の開催及び本誌への記事の掲載にあたっては， 以下の機関及び関係者からご指導

とご協力をいただきました。 鹿嶋市教育委員会 ・ 埼玉県立さきたま史跡の博物館 ・ 桜川市教育

委員会 ・ 高萩市歴史民俗資料館 ・ 栃木県教育委員会 ・ とちぎ未来づくり財団 ・ 取手市埋蔵文化

財センター ・ 常陸太田市教育委員会 ・ 常陸大宮市文書館 ・ 常陸大宮市歴史民俗資料館 ・ 日立

市郷土博物館 ・ 水戸市埋蔵文化財センター ・ 若宮八幡宮， 飯島　章 ・ 飯島一生 （こたろう） ・ 猪

狩俊哉 ・ 石井聖子 ・ 糸川　崇 ・ 宇留野五郎 ・ 宇留野美雪 ・ 片根義幸 ・ 瓦吹　堅 ・ 菊池壮一 ・

越田真太郎 ・ 鈴木秀雄 ・ 高村恵美 ・ 田切美智雄 ・ 塚本師也 ・ 長根いさこ ・ 西野　保 ・ 宮内良隆 ・

矢野徳也 ・ 矢部素子 ・ 米川暢敬 ・ 和田忠彦（50 音順， 敬称略）

＊本展示は， 次の研究成果に基づいて構成しました。

　　　鈴木素行 ・柴田　徹 2006『本覚遺跡の研究　―関東地方東部における縄文時代晩期の石棒製作について―』

　　　鈴木素行 2015「緑泥片岩の石剣　―関東地方西部における石剣の成立と展開―」『考古学集刊』第 11 号　37-57 頁

＊本展示の石材については， 田切美智雄氏にご指導いただき， 名称を表記しています。



歴
史
の
小
窓
　
そ
の
一
六

　

写
真
は
平
安
時
代
、
九
世

紀
の
武
田
西
塙
遺
跡
第
六
号

住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
、
高

さ
一
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
型

の
甕か
め

で
す
。
外
側
は
火
を
受

け
て
変
色
し
、
内
側
は
口
の

コ
ト
コ
ト
煮
込
む

あ
た
り
ま
で
黒
く
汚
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
形
か
ら

「
小こ
が
た
が
め

型
甕
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
よ
う
す
る
に
「
土
鍋
」

で
す
。
で
も
竃
か
ま
ど

に
か
け
て
使
う
に
は
ち
ょ
っ
と
小
さ
す

ぎ
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

先
日
、
あ
る
論
文
を
読
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ

う
な
文
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。「
小
型
の
お
か
ず
用
鍋

は
カ
マ
ド
の
前
で
直
置
き
調
理
さ
れ
た
。」
な
る
ほ
ど
！

と
思
い
ま
し
た
。
小
さ
な
土
鍋
を
用
い
て
弱
火
で
コ
ト

コ
ト
と
煮
込
む
料
理
は
、
カ
マ
ド
の
前
に
直
置
き
し
て
、

吹
き
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
、
お
き
火
調
理
し
た
よ
う
で

す
。
私
は
「
甕
は
竃
に
か
け
る
も
の
」
と
い
う
考
え
に

と
ら
わ
れ
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
視
点
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
。
長
年
の
謎
が
あ
る
研
究
に
よ
っ

て
解
決
し
て
い
く
。
こ
れ
が
学
問
を
続
け
て
い
く
面
白

さ
な
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
佐
々
木
義
則
）

参
考
文
献　

北
野
博
司
二
〇
一
四
「
弥
生
・
古
墳
時
代
以
降

の
土
鍋
調
理
」『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
六
五
四
、
ニ
ュ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
社

月／日 演　　　題 講　　師

２／２0（土） 縄文のふしぎな形の石器たち
－刀剣形の石器を中心に－

（公財）とちぎ未来づくり財団
後藤　信祐　氏

２／ 27（土） みちのくの石棒生産
－岩手県南部の遺跡群から－

盛岡大学
熊谷　常正　氏　

3 ／　5（土） 茨城県の古代石材産地と地質
－ 5 億年前から茨城県の山地を見る－

茨城大学名誉教授
田切美智雄　氏

３／ 12（土） 茨城県北部における石剣の製作
（公財）ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社

鈴木　素行

公
開
講
座

｢

ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学｣

第
九
回

縄
文
時
代
の
剣
（つ
る
ぎ
）

（
公
財
）
と
ち
ぎ
未
来
づ
く
り
財
団

　
　
　
　
　
後ご

藤と
う

　
信し

ん
す
け祐

氏

盛
岡
大
学
　
　
　
　
　
熊く

ま
が
い谷

　
常つ

ね
ま
さ正

氏
「石棒の中でも 20 センチ以上あるとか，10 セン
チくらいまでのある程度格好のいいものが，報告
書などには記録されますが，小さな破片は，これ
までほとんど注目されてこなかった。むしろ，石
棒がどういう動きをしたのか，どのような流通シス
テムに乗っていたのか，あるいは石棒というものは
そもそもどんな場面で，何のために使われたのか
ということを研究する上でも，紹介してきた小さな
破片資料ほど重要になるということを改めて感じ
させられました。」

茨
城
大
学
名
誉
教
授田た

切ぎ
り

美み

智ち

雄お

氏
「大 陸に行くと茨城のようにいろんな石が一
緒に出てくることはありません。大陸に行くと
砂岩が出ると砂岩しかない，石灰岩が出ると
石灰岩しかないというように，色んな石が出
ることがありません。それに対して，茨城は
色んな石が出ますから，硬軟いろいろ使い分
けが可能になり，石器製作には有利です。色
んな石が出るのは非常に特徴的なものであって，
それは日本の特徴でもあります。火山岩や花
崗岩などが，地質構造によって一 緒に出ると
いうところが日本の特徴であるということにな
ります。そのことが石材の産地としての意味
を示しているように思います。」

「縄文時代の刀剣形の石製品は全国から出土して
います。特に晩期前半は信濃川と豊川ラインを境
として，西が片刃の「刀」で，東が両刃の「剣」
になるというような地域差があるということが言え
ます。ですから，今回の講座のメインテーマが『縄
文の剣』ということですけれども，西のほうに住ん
でいる人だと，「縄文時代に石の刀はあっても，剣
はないよね」というような感じになるかもしれませ
ん。第１回の講座では，石剣の頭部や刃部の形，
施される文様などに地域差があることがわかって
いただければありがたいと思います。」

二
〇
一
六
年
二
月
二
〇
日
か
ら
三
月
一
二
日
の
毎
週
土

曜
日
に
、
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
九
回
は
、「
ひ

た
ち
な
か
市
の
考
古
学
」
と
し
て
は
初
め
て
、
縄
文
時
代

を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。
市
内
の
三み
た
ん
だ
し
い
づ
か

反
田
蜆
塚
貝
塚
や

柳や
な
ぎ
さ
わ
だ
い
た
ぼ
う

沢
大
田
房
貝
塚
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
「
石
棒
」
や
「
石

剣
」
と
呼
ば
れ
る
石
製
品
に
つ
い
て
、
そ
の
製
作
の
実
態

を
中
心
に
研
究
の
現
状
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

後
日
に
、
講
座
の
記
録
集
を
刊
行
す
る
予
定
で
す
。
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二
〇
一
五
年
度
の
市
内
遺
跡
調
査
は
、
試
掘
調
査

二
九
ヵ
所
、
本
調
査
一
ヵ
所
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
調
査
と
な
っ
た
岡
田
遺
跡
第
二
八
次
調
査
で
は
、

弥
生
時
代
一
基
、
古
墳
時
代
後
期
一
基
、
平
安
時
代
三

基
の
竪
穴
住
居
跡
が
見
つ
か
り
、
土
師
器
や
須
恵
器
と

い
っ
た
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
堀
口
遺
跡
で
は

七
ヵ
所
の
試
掘
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
対
象
面
積
が

七
千
㎡
を
超
え
る
堀
口
遺
跡
第
一
八
次
調
査
で
は
、
弥

生
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
竪
穴
住
居
跡
が

百
二
十
基
も
確
認
さ
れ
、
堀
口
遺
跡
が
市
内
を
代
表
す

る
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
勝
倉
小
学
校
校
庭
の
調
査
で
は
、
中
世
の
堀
跡
が

見
つ
か
り
、
勝
倉
小
学
校
の
授
業
で
も
活
用
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
佐
々
木
義
則
）

勝倉小学校の調査風景
近所の方のお話によると，昭和 21 年頃に勝倉城の

土塁を削って堀を埋め，現在の校庭をつくったそう

です。調査ではそのとき埋めた堀が見つかりました。

　ひたちなか市内の発掘調査 2015

　宮
みや

後
ご

遺跡の発掘調査　　宮後遺跡は，ひたち

なか市部田
へ た の

野地区に所在し，中丸川と本郷川の

合流点から北東部の標高 26 ｍの緩斜面部に位

置しています。国道 245 号線が遺跡の中を南

北に縦断しています。

　今回は平成 22 年度に続く２度目の調査で，

前回の調査区域に隣接する未調査区域の 1,896

㎡を対象に，平成 27 年 4 月から 6 月までの３

か月間にわたり行いました。

　調査の結果，竪穴住居跡 10 棟，掘立柱建物

跡１棟，溝跡３条，道路跡１条，土坑６基，ピッ

ト群２か所を確認しました。特に，古墳時代後

期の第 20 号竪穴住居跡では，竃
かまど

から土師器の

甕
かめ

が３個体分出土しました（写真）。竃で煮炊

きをしていた当時の人々の姿が甦ってくるよう

です。また，土師器の坏
つき

が床面からまとまって

出土し，柱穴からも甕がほぼ完全な形で出土し

ました。柱穴から完全な形で土器が出土するこ

とは珍しく，住居を廃絶する際に建物の柱を抜

き取った後の窪地に土器を置いたと考えられ，

住居の廃絶に伴う風習や祭祀を考察する上で大

変貴重な資料となります。

　今回の調査は，道路の拡張幅の調査であった

ため調査区域が狭く，遺構の全体像がわかる調

査をすることができませんでした。しかし，こ

のような状況にも拘らず，10 棟もの竪穴住居

跡を確認できたことから，大きな集落が存在し

ていたことがわかり，当遺跡周辺がいかに住み

やすい土地であったかを物語っています。

　国道を行き交う方々が，車を停めて見学され

ることもあり，多くの方々が古代の歴史に興味

をもたれたようです。　（茨城県教育財団　舟橋　理）
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2015（平成 27）年度市内遺跡調査一覧表

№ 遺跡名 次数 所在地 時期 種別 遺構・遺物

1 西
に し や つ

谷津遺跡 4 次 馬渡 4 月 試掘 なし

2 松
まつばら

原遺跡 5 次 田彦 4 月 試掘 住居跡 1 基（古墳），井戸跡 1 基（時期不明）を確認。旧石器，土師器，須恵器，陶器が出土。

3 高
こ う や ふ じ や ま

野富士山遺跡 8 次 高野 5 月 試掘 なし

4 堀
ほりぐち

口遺跡 18 次 堀口 6 月 試掘
住居跡 120 基（弥生 3，古墳 20，奈良 5，平安 9，時期不明 83），土坑 14 基，土坑墓 2 基，溝 2 条，

ピット 20 基を確認。旧石器，縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，砥石，鉄製品が出土。

5 東
ひがしはら

原遺跡 5 次 高野 6 月 試掘 なし

6 堀
ほりぐち

口遺跡 19 次 堀口 6 月 試掘 住居跡 1 基（時期不明）を確認。

7 孫
まごめ

目古墳群 2 次 佐和 6 月 試掘 溝 5 条（時期不明）を確認。

8 君
きみがだい

ヶ台遺跡 10 次 中根 7 月 試掘 なし

9

勝
かつくら

倉城跡

　勝
かつくら

倉古墳群

勝
かつくらふじやま

倉富士山遺跡

1 次

2 次

2 次

勝倉 7 月 試掘 堀跡 1 条（中世），土坑１基（縄文）を確認。土師器，陶器が出土。

10 市
いちげかみつぼ

毛上坪遺跡 15 次 市毛 7 月 試掘 住居跡 1 基（古墳），溝 1 条（時期不明）を確認。縄文土器，土師器，陶器，石製模造品が出土。

11 小
こやがねひがし

谷金東遺跡 1 次 小谷金 7 月 試掘 ピット 2 基（時期不明）を確認。縄文土器が出土。

12 黒
くろばかま

袴遺跡 4 次 津田 7 月 試掘 住居跡 1 基（弥生），溝 1 条（時期不明）を確認。縄文土器，弥生土器が出土。

13 岡
おかだ

田遺跡 25 次 三反田 7 月 試掘 住居跡 1 基（古墳），ピット１基（時期不明）を確認。弥生土器，土師器が出土。

14 地
じ ぞ う ね

蔵根遺跡 1 次 勝倉 9 月 試掘 住居跡 1 基（時期不明），井戸跡 1 基（近世以後），溝 3 条（時期不明）を確認。土師器，須恵器が出土。

15 東
ひがしはら

原遺跡 6 次 高野 9 月 試掘 住居跡 1 基（古墳時代後期）を確認。土師器，敲石が出土。

16 堀
ほりぐち

口遺跡 20 次 堀口 9 月 試掘
住居跡 5 基（古墳），土坑 5 基（時期不明），ピット 13 基（時期不明）を確認。縄文土器，弥生土器，土師器，

須恵器，石製模造品が出土。

17 金
かねあげはなわ

上塙遺跡 9 次 金上 10 月 試掘
住居跡 4 基（古墳 2，平安 2），溝 2 条（時期不明），土坑 1 基（時期不明），ピット 1 基（時期不明）を確認。

縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，石斧，砥石が出土。

18 雷
いかずち

遺跡 4 次 田彦 10 月 試掘 溝 1 条（時期不明）を確認。

19 岡
おかだ

田遺跡 26 次 三反田 10 月 試掘
住居跡 5 基（弥生 1，古墳 1，平安 1，時期不明 2），ピット 1 基（奈良・平安時代）を確認。弥生土器，

土師器，須恵器，陶器が出土。

20 東
ひがしはら

原遺跡 7 次 高野 10 月 試掘 なし

21 堂
とうはた

端遺跡 1 次 東石川 11 月 試掘 縄文土器，石器が出土。

22 堀
ほりぐち

口遺跡 21 次 堀口 12 月 試掘 なし

23 平
ひらい

井遺跡 3 次 金上 12 月 試掘
溝 2 条（時期不明），ピット 1 基（時期不明），土坑 1 基（時期不明）を確認。旧石器，縄文土器，須

恵器が出土。

24 岡
おかだ

田遺跡 27 次 三反田 12 月 試掘 住居跡 1 基（古墳），土坑 1 基（時期不明）を確認。

25 足
たらざきにしはら

崎西原遺跡 3 次 足崎 12 月 試掘 溝 1 条（時期不明）を確認。

26 岡
おかだ

田遺跡 28 次 三反田 1 月 本調査 住居跡 5 基（弥生 1，古墳 1，平安３），土坑 1 基（平安）等を確認。土師器，須恵器が出土。

27 堀
ほりぐち

口遺跡 22 次 堀口 1 月 試掘 住居跡６基（古墳 3，平安 2，時期不明 1）ピット２基を確認。土師器・須恵器が出土。

28 下
しもたかい

高井遺跡 6 次 三反田 1 月 試掘
住居跡２基（奈良 1，平安 1），溝２条（奈良 1，時期不明 1），ピット８基を確認。土師器・須恵器・

鉄製品が出土。

29 堀
ほりぐち

口遺跡 23 次 堀口 2 月 試掘 住居跡 1 基（古墳），ピット２基を確認。土師器・砥石が出土。

30 堀
ほりぐち

口遺跡 24 次 堀口 3 月 試掘 住居跡 2 基（時期不明）を確認。土師器・須恵器が出土。

31 御
ごしょのうちいち

所内Ⅰ遺跡 １次 柳沢 3 月 試掘 土坑 1 基（時期不明）を確認。須恵器・中世土器が出土。

　ひたちなか市内の発掘調査 2015

　荒谷地区
　（館出遺跡，笠谷古墳群） 中根 ２月

～３月 試掘 住居跡 13 基（弥生），古墳２基，溝 11 条（時期不明）を確認。縄文土器・弥生土器・須恵器が出土。
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　ワンケース・ミュージアム 38

＊11 月 2 日 ( 月 ) は臨時開館します

1CaseMuseum Vol.38

ひたちなか市埋蔵文化財調査センター
〒312-0011 ひたちなか市中根 3499　℡029-276-8311

9:00 ～ 17:00 ( 入館は 16:30 まで )

( 公財 ) ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社

入館無料
月曜休館（祝日の場合は翌日）平成 27 年 10 月 28 日 12 月 13 日(日)(水)

絵になる埴輪２
～水彩サークル 遊画が描いた井上廣明コレクション～

『
水
彩
サ
ー
ク
ル
遊
画
』は
市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
主
催
の
水
彩
画
教
室
か
ら
誕
生
し
た
サ
ー
ク
ル

で
す
。
月
二
回
の
活
動
の
題
材
に
、
埋
文
セ
ン
タ
ー
の

土
器
や
埴
輪
を
使
い
た
い
と
い
う
相
談
を
受
け
た
の

は
、
二
〇
一
三
年
の
初
夏
で
し
た
。
そ
こ
で
、
収
蔵
庫

に
保
管
し
て
い
る
井
上
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
埴
輪
と
縄

文
土
器
を
選
び
、
十
月
に
講
座
室
で
写
生
を
行
い
ま
し

た
。

井
上
廣
明
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
旧
那
珂
湊
市
小
川
町
に

生
ま
れ
た
井
上
氏
が
蒐
集
さ
れ
た
資
料
で
す
。
稼
業
の

造
船
業
の
傍
ら
船
の
博
物
館
作
り
に
尽
力
さ
れ
、
関
連

資
料
を
集
め
る
と
と
も
に
考
古
資
料
な
ど
も
数
多
く
収

集
さ
れ
ま
し
た
。
考
古
資
料
、
特
に
形
象
埴
輪
は
全
国

有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
井
上
氏
の
死
後
、
遺
族
か

ら
埋
文
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
絵
に
な
る
埴
輪
」　

埋
文
セ
ン
タ
ー
に
訪
れ
る
お
客
様

の
中
に
は
、『
遊
画
』の
方
々
の
よ
う
に
陳
列
遺
物
を
創

作
の
題
材
と
さ
れ
て
い
る
方
を
と
き
ど
き
み
か
け
ま
す

が
、
な
か
な
か
作
品
に
お
目
に
か
か
る
機
会
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
写
生
会
の
折
、『
遊
画
』の
方
々
に
考
古

遺
物
と
一
緒
に
絵
画
の
発
表
を
提
案
し
、
二
〇
一
四
年

三
月
に「
絵
に
な
る
埴
輪
」を
開
催
し
ま
し
た
。
絵
画
と

実
物
の
双
方
を
比
較
展
示
す
る
こ
と
で
、
い
つ
も
と
は

違
う
雰
囲
気
の
展
示
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
絵

に
誘
わ
れ
て
、
埋
文
セ
ン
タ
ー
に
初
め
て
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
っ
た
方
も
い
て
、
絵
画
だ
け
で
は
な
く
考
古
資

料
も
興
味
深
げ
に
見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後『
遊

画
』
の
み
な
さ
ま
に
は
、
毎
年
秋
に
写
生
に
来
て
い
た

だ
き
、
今
回
再
び
展
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
水
彩
サ
ー
ク
ル
『
遊
画
』

の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
菊
池
順
子
）

オッサンも装身具

（2015.10.16 撮影　博物館実習）

モデルは本田勉さんです。
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羽山横穴奥壁　

宮城県仙台市

愛宕山装飾横穴

 及川　謙作

（仙台市教育委員会）

　

愛
宕
山
装
飾
横
穴
は
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
の
南
約
一
㎞
、
仙

台
平
野
の
奥
、
太た
い
は
く
く

白
区
越こ
え
じ路
の
青
葉
山
丘
陵
の
東
端
部

が
広ひ
ろ
せ瀬

川
と
接
す
る
丘
陵
の
南
側
斜
面
に
所
在
す
る
。

こ
の
地
域
に
は
数
多
く
の
横
穴
墓
が
存
在
し
、
こ
の
愛

宕
山
装
飾
横
穴
を
含
め
た
愛
宕
山
横
穴
墓
群
を
は
じ

め
、
近
隣
に
は
大だ
い
ね
ん
じ
や
ま

年
寺
山
横
穴
墓
群
・
茂も
が
さ
き

ヶ
崎
横
穴
墓

群
・
宗そ
う
ぜ
ん
じ

禅
寺
横
穴
墓
群
・
二ふ
た
つ
さ
わ

ツ
沢
横
穴
墓
群
が
所
在
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
向
む
か
い
や
ま山

横
穴
墓
群
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
横
穴
墓
は
こ
れ
ま
で
に
一
○
○

基
以
上
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
未
発
見
の
横
穴

墓
が
同
数
か
、
そ
れ
以
上
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
愛
宕
山
装
飾
横
穴
の
対
岸
に
位
置
す
る
大
年

寺
横
穴
墓
群
に
も
奥
壁
と
床
が
赤
く
彩
色
さ
れ
、
屋
根

構
造
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
線
刻
が
彫
ら
れ
た
装
飾
横

穴
が
１
基
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

愛
宕
山
装
飾
横
穴
は
、
昭
和
五
一
年
に
道
路
工
事
の

際
に
偶
然
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
仙
台
市
教
育
委
員
会
に

よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
た
。
平
面
形
は
不
整
方
形
で
玄

室
幅
は
約
一
・
九
ｍ
で
床
面
に
は
排
水
溝
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
立
面
系
は
ド
ー
ム
状
の
宝

ほ
う
ぎ
ょ
う
づ
く
り

形
造
で
、
玄げ
ん
も
ん門

前

は
閉へ
い
そ
く
い
し

塞
石
で
塞
が
れ
て
い
た
。

　

横
穴
が
発
見
さ
れ
た
際
に
壁
画
が
描
か
れ
て
い
た

玄げ
ん
し
つ室
の
奥
壁
の
一
部
が
破
損
し
て
し
ま
い
、
ま
た
剥
落

や
劣
化
の
た
め
一
部
が
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
壁
画
は
赤
色
顔
料
で
上
位
に
三
本
の
平
行
線
の
間

に
直
径
八
～
一
三
㎝
の
円
文
を
二
段
に
配
し
、
そ
の
下

に
円
形
と
円
内
に
十
字
を
施
し
た
文
様
や
櫛く
し
ば
じ
ょ
う

羽
状
の
文

様
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

出
土
遺
物
は
土は

じ

き
師
器
の
坏つ
き

が
羨せ
ん
ど
う道

の
側
壁
沿
い
の
底

面
か
ら
三
○
㎝
程
浮
き
上
が
っ
た
位
置
か
ら
、
刀と
う
す子
の

あたごやま

破
片
が
玄
室
の
中
央
部
の
床
面
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
以
外
に
も
須す

え

き
恵
器
と
土
師
器
が
少
量
出
土
し

て
い
る
。
人
骨
は
五
体
分
確
認
さ
れ
て
お
り
、
壮
年
の

男
性
と
女
性
、
八
歳
前
後
の
年
少
者
の
男
子
、
壮
年
か

ら
熟
年
の
男
性
の
骨
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

出
土
遺
物
か
ら
愛
宕
山
装
飾
横
穴
が
構
築
さ
れ
た
時

期
は
七
世
紀
後
葉
以
前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
横
穴
か
ら
南
東
約
三
㎞
の
位
置
に
所
在
す

る
東
北
最
古
の
城
じ
ょ
う
さ
く柵
で
あ
る
郡こ
お
り
や
ま
い
せ
き

山
遺
跡
（
一
部
が
国
指

定
史
跡
）
の
Ⅰ
期
官か
ん
が衙
が
造
営
さ
れ
た
時
期
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
も
の
で

あ
る
。

（仙台市教育委員会提供）

愛宕山横穴墓群A地点愛宕山横穴墓群A地点

宗禅寺横穴墓群宗禅寺横穴墓群

法領塚古墳法領塚古墳

郡山遺跡郡山遺跡

大年寺山横穴墓群大年寺山横穴墓群

茂ヶ崎横穴墓群茂ヶ崎横穴墓群

西台畑遺跡西台畑遺跡

長町駅東遺跡長町駅東遺跡

二ツ沢横穴墓群二ツ沢横穴墓群

愛宕山横穴墓群B・C地点
(装飾横穴)
愛宕山横穴墓群B・C地点
(装飾横穴)

0 1000m(S=1/50,000)

NN

愛宕山装飾横穴と周辺の遺跡位置図

愛宕山装飾横穴奥壁壁画

愛宕山装飾横穴奥壁壁画図
（仙台市教育委員会提供）
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＊川崎純德氏のプロフィールは，連載第 13 回（『埋文だより』第 41 号）に掲載してあります。

北椎尾天神塚古墳の新聞報道（『いはらき』1988.6.19）

川崎 純徳

出会い、別れ、そして夢考古学の旅路
第16回　真壁町の遺跡の調査　－真壁町史編纂と真壁城跡－

　

長
岡
さ
ん
と
の
出
会
い　

真ま
か

壁べ

町
（
現
・
桜
川
市
）
は

筆
者
の
母
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
り
、
少
年
期
に
は
何
度
と

な
く
訪
れ
て
い
た
が
考
古
学
を
通
し
て
の
出
会
い
は
長

岡
芳
さ
ん
を
介
し
て
で
あ
る
。
長
岡
さ
ん
は
下
館
市（
現
・

筑
西
市
）
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
。
県
史
編へ

ん

纂さ
ん

の
た
め
の
資

料
調
査
に
何
回
と
な
く
お
宅
に
お
邪
魔
し
た
。
そ
れ
以

来
、
下
館
市
や
真
壁
町
で
の
氏
の
調
査
に
同
行
し
た
。
そ

の
縁
で
下
館
市
か
ら
試
掘
調
査
を
何
回
か
頼
ま
れ
も
し

た
。
市
か
ら
市
史
編
纂
準
備
委
員
を
委
嘱
さ
れ
た
。
真

壁
町
の
当
時
の
社
会
教
育
課
長
は
根
本
哲
男
さ
ん
で
あ

り
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
館
長
を
兼
務
さ
れ
て
い
た
。
当

然
初
対
面
で
あ
っ
た
が
話
し
込
ん
で
行
く
う
ち
に
母
の

親
類
筋
に
あ
た
る
人
と
分
か
り
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。
北き

た

椎し
い

尾お

天て
ん

神じ
ん

塚づ
か

古
墳
の
出
土
遺
物
も
長

岡
さ
ん
の
仲
介
で
実
見
し
た
が
三さ

ん

角か
く

板い
た

皮か
わ

綴と
じ

の
甲
冑
類

に
は
大
変
驚
い
た
。
一
九
八
八
年
に
真
壁
町
教
育
委
員
会

で
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
宮
内
良
隆
さ
ん
と
発

掘
調
査
を
行
っ
た
。

　

あ
る
日
、
長
岡
さ
ん
が
「
発
掘
調
査
の
仕
方
に
つ
い
て

教
え
て
く
れ
」
と
言
っ
て
き
た
。「
石
岡
市
東ひ

が
し
お
お
は
し
は
ら

大
橋
原
遺

跡
の
調
査
が
あ
る
か
ら
参
加
し
て
は
」
と
伝
え
る
と
や
っ

て
き
た
。
一
九
七
八
年
で
あ
っ
た
と
思
う
。
何
日
か
来
る

の
か
と
思
っ
た
ら
「
分
か
っ
た
か
ら
」
と
言
っ
て
一
日
だ

け
の
参
加
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
長
岡
さ
ん
か
ら
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
。「
い
ま
弥
生
の
遺
跡
を
発
掘
し
て
い
る
。

分
か
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
来
て
く
れ
」
と
言
う
。
一
日
だ

け
の
研
修
で
調
査
が
で
き
る
は
ず
は
な
い
の
だ
が
、
そ
ん

な
こ
と
に
お
構
い
な
し
に
長
岡
流
と
で
も
言
う
の
で
あ
ろ

う
。
何
日
か
測
量
や
実
測
等
の
手
伝
い
に
行
っ
た
。
下
館

市
外と

の

塚づ
か

遺
跡
の
調
査
は
長
岡
さ
ん
の
肝
い
り
で
行
っ
た

が
整
理
半
ば
に
し
て
幽
冥
境
を
異
に
さ
れ
た
。
研
究
熱
心

の
惜
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。
長
岡
さ
ん
の
後
を
継
い
で
真

壁
町
史
編
纂
に
加
わ
っ
た
。

　

真
壁
町
史
の
編
纂　

真
壁
町
史
は
通
史
な
し
に
資
料

集
を
刊
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
市
町
村
史

と
は
異
な
っ
て
い
た
。
本
来
の
市
町
村
史
の
あ
る
べ
き
形

を
と
っ
て
い
た
。『
真
壁
町
史
料
・
考
古
資
料
編
』
は
長
岡

さ
ん
が
『
縄
文
時
代
編
』
を
編
集
し
て
い
た
。
内
容
は
主

と
し
て
縄
文
後
期
の
解
説
で
あ
っ
た
が
、
緻
密
な
分
析
は

さ
す
が
長
岡
さ
ん
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
長
岡
さ
ん
が
抱
い

て
い
た
構
想
に
し
た
が
い
、「
縄
文
編
」「
古
墳
編
」「
古
代

編
」
を
出
し
た
が
、
町
村
合
併
に
よ
っ
て
真
壁
町
史
編
纂

事
業
は
終
わ
っ
た
。

　

真
壁
城
跡
の
国
史
跡
指
定　

合
併
前
の
一
九
九
四
年

に
真
壁
城
跡
が
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
す
ぐ
に
町
長
の
平
間
小
四
郎
さ
ん
か
ら
「
役
場
に
来

て
ほ
し
い
」
と
の
連
絡
が
入
り
、
役
場
で
専
門
職
員
を
探

し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
を
受
け
た
。
ま
た
一
年
内
に
真
壁

城
跡
整
備
基
本
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
協

力
を
依
頼
さ
れ
た
。
専
門
職
員
と
し
て
星
龍
象
氏
を
推

薦
し
た
。
そ
の
後
真
壁
城
跡
の
調
査
、
整
備
は
順
調
に
進

ん
で
い
る
。
真
壁
城
跡
の
整
備
に
情
熱
を
傾
け
て
い
た
平

間
町
長
が
亡
く
な
り
、
ま
た
調
査
に
手
腕
を
発
揮
し
た

星
さ
ん
が
大
病
を
患
い
第
一
線
を
退
い
て
療
養
生
活
に
入

り
、
そ
の
ま
ま
二
〇
一
三
年
に
定
年
退
職
さ
れ
リ
ハ
ビ
リ

を
兼
ね
て
京
都
に
在
住
と
言
う
。
健
康
を
案
じ
て
い
る
。
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土というものが，私
たちの生活や歴史と
どのように関わって
いるのかを，身近な
土層を見ながら，学
習します。本 物 の 土 器 を 見 て

触って，それをまね
て縄文土器を作りま
す。最後は野焼きを
して，完成させます。

虎塚古墳の顔料分析をも
とに，絵の具や接着剤を
作り，それを使って文様
を描きます。最後にみん
なで組み合わせると，虎
塚古墳の壁画のレプリカ
が完成です。

遺跡から出土した炭化種実を参考に古代の食
を考え，同じ食材を使って食事を作ります。

　2006 年度からスタートした小・中学生体験講座「ふるさと考古学」は，2015 年度で 10 年となり

ました。この 10 年間で，119 回の講座を開催し，土器や石器，壁画づくり，ちょっと昔の生活体験

など，ひたちなか市の歴史や自然を基に，様々な講座をしてきました。2006 年度から 2010 年度ま

での５年間については，『埋文だより』35 号に掲載しましたので，ここでは，2011 年度から 2015

年度までの５年間の講座についてご紹介いたします。

土

壁 画

2011 － 2015

2010 年度までの「ふるさと考古学」は，文化庁地域文化振興事業「伝統文化こども教室」に採択され，その趣旨に

基づき実施してきました。2011 年度からは，ひたちなか市の事業として公社に委託され，講座を行っております。

土 器

綿引逸雄 氏

堀江武史 氏

田村憲司 氏

食
田野島万由子 氏

13



河原の石を観察して，
標本や石器を作ります。

目隠しをし
て遺物をさ
わることに
よって，触
ることの重
要性を学び
ます。

貝塚から出土した
貝や骨を調べて，
それらを分類し，
縄文時代の環境を
考えます。

貝塚 石

さわる

講座の受講生は，小学４年生から中学生を対象としています。2015 年度までの受講生の参加者数は，2011 年度が

22 人，2012 年度が 25 人，2013 年度が 31 人，2014 年度が 20 人，2015 年度が 27 人の合計 125 人となります。

柴田 徹 氏

フィールド

探 検

身近な遺跡や自然を観
察しながら探検します。

川

顔

ちょっと昔

体 験
座長　さかいひろこ 氏

黒住耐二 氏

中村哲也 氏

小宮 孟 氏

矢野徳也 氏

濱田篤信 氏

石井聖子 氏

戸坂明日香 氏広瀬浩二郎 氏

遺跡から出土した本物の人
骨から，顔を復元します。

古代人が
那珂川と
どのよう
に関わり
を持って
いたのか
を学びま
す。
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資料報告

那珂湊反射炉跡採集の窯資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川口　武彦

　茨城県指定史跡「那珂湊反射炉跡」に隣接する山上門脇

の斜面を歩いた際に焼け歪んだ焼締陶器片と窯道具，耐火

煉瓦片，在地産とみられる磁器片を採集しました。焼締陶

器片と磁器片は，耐火煉瓦と一緒に焼物が生産されていた

ことを示唆する資料です。また，窯道具は出土している耐

火レンガにそれを使用したとみられる痕跡が確認されるこ

とから，窯道具を利用した重ね焼きの技術が採用されてい

たことを指摘し，その重ね方を復元しました。

採集した焼締陶器・窯道具・耐火煉瓦

－水戸藩領内における近世窯業の一側面－

図１　遺物採集地点・那珂湊反射炉跡・復原された登窯の位置関係（地理院地図電子国土 Web より転載・加筆）

は
じ
め
に

　
本
報
告
で
は
、
茨
城
県
指
定
史
跡
「
那
珂
湊

反
射
炉
跡
」
を
訪
れ
た
際
に
隣
接
す
る
山
さ
ん
じ
ょ
う
も
ん

上
門

脇
の
斜
面
に
お
い
て
採
集
し
た
焼
け
歪
ん
だ
焼や
き

締し
め

陶
器
片
と
窯
道
具
、
耐
火
煉
瓦
片
、
磁
器
片

を
報
告
し
、
こ
の
地
に
展
開
し
た
近
世
窯
業
に

つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。

那
珂
湊
反
射
炉
跡
の
位
置
と
遺
物
の
採
集
地
点

　
那
珂
湊
反
射
炉
跡
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
釈
迦

町
三
─
二
一
に
所
在
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

那
珂
湊
反
射
炉
は
台
地
上
に
復
原
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
遺
物
を
採
集
し
た
地
点
は
、
那
珂
湊
反

射
炉
が
立
地
す
る
台
地
の
斜
面
で
、
山
上
門
を

く
ぐ
っ
た
す
ぐ
左
手
で
す
（
図
１
）。

採
集
し
た
遺
物
の
特
徴
（
図
２
）

　
１
は
、
焼
け
歪
ん
だ
焼
締
陶
器
の
碗
の
破
片

で
す
。
轆ろ
く

轤ろ

整
形
に
よ
る
も
の
で
、
無
色
透
明

釉
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
が
、
底
裏
に
透
明
釉
は

み
ら
れ
ず
、
器
厚
は
0.3
㎝
～
0.5
㎝
、
高
台
高
0.6

㎝
、
高
台
径
3.9
㎝
～
4.0
㎝
で
、
胎
土
に
黒
色
粒

子
を
多
く
含
み
、
色
調
は
灰
白
（
２
・
５
Ｇ
Ｙ
）

で
す
。
焼
け
歪
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
付
近

で
生
産
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
２
は
、
磁
器
の
碗
の
口
縁
部
片
で
す
。
轆
轤

成
形
で
、
染
付
は
内
面
に
口
縁
部
連
続
文
・
一

★

★ 遺物採集地点

復原された登窯

▲
■
▲
■

▲
■
▲
■ 那珂湊反射炉跡
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重
圏
線
、
見
込
み
一
重
圏
線
、
外
面
に
口
縁
部
一
重
圏

線
、
薄
文
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
口
縁
部
径
は
9.7
㎝
、

残
存
器
高
は
4.5
㎝
、
器
厚
は
0.3
～
0.6
㎝
で
す
。
割
れ
口

に
み
ら
れ
る
胎
土
や
色
調
の
在
り
方
な
ど
か
ら
搬
入
品

で
は
な
く
在
地
産
（
１
）

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
３
は
窯
道
具
の
ひ
と
つ
で
円
柱
状
の
体
部
の
上
下
両

端
に
円
形
の
平
坦
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
肥
前

窯
業
圏
で
一
般
的
に
ト
チ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
上
下
両
端
の
平
坦
面
は
焼
け
歪
み
に
よ
り
折
れ
曲

が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
離
れ
砂
が
付
着
し
て
い
ま
す
。
６
の

耐
火
煉
瓦
片
に
も
こ
の
ト
チ
ン
の
上
下
に
み
ら
れ
る
円

形
の
平
坦
面
と
同
じ
直
径
の
離
れ
砂
の
痕
跡
が
観
察
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
耐
火
煉
瓦
の
重
ね
焼
き
に
使
用
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
図
上
で
下
端
と
し
た
平

坦
面
の
一
部
に
は
折
断
面
が
認
め
ら
れ
、
６
の
耐
火
煉

瓦
に
も
固
着
し
た
ト
チ
ン
の
一
部
が
観
察
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
耐
火
煉
瓦
に
固
着
し
て
し
ま
っ
た
際
に
剥
が
し

取
る
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
胎
土

に
は
黒
色
と
白
色
の
粒
子
（
２
）

が
多
く
含
ま
れ
、
色
調
は
灰

白
（
５
Ｙ
８
／
１
）
で
す
。
本
来
の
形
状
は
高
さ
・
平

坦
面
径
4.0
㎝
、
円
柱
部
径
2.5
㎝
で
す
。

　
４
と
５
は
円
柱
状
の
窯
道
具
で
す
。
上
下
両
端
の
平

坦
面
に
は
離
れ
砂
の
痕
跡
が
残
さ
れ
、
直
径
5.0
〜
5.5
㎝

で
、
厚
さ
は
3.8
〜
4.2
㎝
で
す
。
６
の
耐
火
煉
瓦
に
も
ほ

ぼ
同
じ
直
径
の
離
れ
砂
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
耐
火
煉
瓦
の
重
ね
焼
き
に
使
用
さ
れ
た
焼
台
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
５
は
表
裏
両
面
に
打
撃
に
よ
る
剥
離

痕
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
耐
火
煉
瓦
に
固
着
し
た

図２　採集した焼締陶器・窯道具・耐火煉瓦（S=1/3）
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際
に
叩
い
て
剥
が
し
取
る
行
為
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
胎
土
に
は
黒
色
と
白
色
の
粒
子
（
３
）

が

多
く
含
ま
れ
、
色
調
は
灰
白
（
５
Ｙ
８
／
１
）
で
す
。

　
６
は
焼
け
歪
ん
だ
耐
火
煉
瓦
片
で
す
。
全
体
の
形
状

は
不
明
で
す
が
、
厚
さ
4.5
〜
5.0
㎝
、
表
裏
両
面
に
円
形

の
離
れ
砂
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
表
面
は
直
径

4.0
㎝
で
あ
る
の
に
対
し
、
裏
面
は
4.5
㎝
と
や
や
大
き
い

の
が
特
徴
で
す
。
胎
土
に
は
黒
色
と
白
色
の
粒
子
（
４
）

が
多

く
含
ま
れ
、
色
調
は
灰
白
（
５
Ｙ
８
／
２
）
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
遺
物
を
採
集
し
た
地
点
を
那
珂
湊
反
射
炉

敷
地
配
置
図
と
重
ね
て
み
る
と
、
瓦
竈
場
と
瓦
細
工
場

の
位
置
と
重
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
図
３
）。
そ

の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
遺
物
は
耐
火
煉
瓦
を
焼
成
す

る
登
窯
で
焼
成
さ
れ
た
が
、
製
品
と
し
て
使
用
で
き
な

か
っ
た
失
敗
作
や
そ
の
焼
成
の
際
に
使
わ
れ
た
窯
道
具

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

耐
火
煉
瓦
焼
成
の
際
の
重
ね
焼
の
方
法

　
次
に
耐
火
煉
瓦
を
焼
成
す
る
際
の
重
ね
焼
き
の
方
法

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
先
に
報
告
し
た
図
２

の
３
の
ト
チ
ン
と
図
２
の
６
の
耐
火
煉
瓦
に
は
そ
れ
ぞ

れ
相
互
に
同
じ
大
き
さ
の
円
形
の
離
れ
砂
の
痕
跡
が
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
図
２
の
４
と
５
の
円
柱
状

の
焼
台
と
図
２
の
６
の
耐
火
煉
瓦
の
反
対
側
の
面
に
も

ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
離
れ
砂
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
ト
チ
ン
と
円
柱
状
の
焼

台
は
登
窯
の
中
に
耐
火
煉
瓦
を
窯
詰
め
す
る
際
、
効
率

的
に
空
間
を
利
用
し
、
火
が
良
く
通
る
よ
う
重
ね
焼
き

を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
登

窯
の
中
で
ど
の
よ
う
に
重
ね
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
が
、
ひ
た
ち
な
か
市

教
育
委
員
会
に
保
管
さ
れ
て
い
る
正
方
形
の
耐
火
煉
瓦

で
す
（
図
４
）。
こ
の
耐
火
煉
瓦
の
表
面
に
は
「
右
と

十
六
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
に
観
察
す
る
と

敷地総面積
約1,800坪（550㎡）
西側は断崖、東側は空堀

溜池

門番

瓦
竈
場

大
嶋
住
宅

瓦
細
工
場

御
郡
方

反射炉

大
砲
方

役宅

細工場

物
置
場

役宅

休憩所

耐火煉瓦

耐火煉瓦

ト
チ
ン

ト
チ
ン

ト
チ
ン

ト
チ
ン

焼台 焼台

登り窯の砂床

図３　那珂湊反射炉敷地配置図（金子 1995a の図をトレース、加筆）

図４　離れ砂の痕跡を持つ耐火煉瓦（ひたちなか市教育委員会提供）

図５　耐火煉瓦の重ね焼き断面模式図（S=1/4）
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参
考
文
献　

金
子　

功　

一
九
九
五
ａ　

『
反
射
炉
Ⅰ　

も
の
と
人
間
の
文
化
史
７
７
─
Ⅰ
』
法

　
　

政
大
学
出
版
局

金
子　

功　

一
九
九
五
ｂ　

『
反
射
炉
Ⅱ　

も
の
と
人
間
の
文
化
史
７
７
─
Ⅱ
』
法

　
　

政
大
学
出
版
局

竹
内
清
和　

一
九
九
○　

『
耐
火
煉
瓦
の
歴
史
─
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
史
の
一
断
面
─
』

　
　

内
田
老
鶴
圃

渡
辺
芳
郎　

二
○
○
五　

「
幕
末
に
お
け
る
耐
火
レ
ン
ガ
生
産
と
在
来
窯
業
─
薩
摩

　
　

藩
・
集
成
館
事
業
の
場
合
」
『
金
大
考
古
』
第
四
九
号

文
字
の
脇
に
直
径
４
㎝
ほ
ど
の
円
形
の
離
れ
砂
の
痕
跡

が
４
つ
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
耐
火
煉
瓦
を

重
ね
る
際
に
は
ト
チ
ン
を
平
坦
面
の
上
に
４
つ
置
き
、

さ
ら
に
積
み
重
ね
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
円

柱
状
の
焼
台
に
つ
い
て
は
、
そ
の
安
定
性
か
ら
一
番
下

に
置
か
れ
る
耐
火
煉
瓦
が
登
り
窯
の
砂
床
に
直
接
触
れ

な
い
よ
う
、
間
に
挟
ん
で
置
か
れ
た
も
の
だ
ろ
う
と
考

え
ま
す
。
那
珂
湊
反
射
炉
の
耐
火
煉
瓦
を
焼
成
す
る
際

に
採
用
さ
れ
た
重
ね
焼
き
の
断
面
模
式
図
を
図
５
に
示

し
て
み
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
本
報
告
で
は
茨
城
県
指
定
史
跡「
那
珂
湊
反
射
炉
跡
」

に
隣
接
す
る
山
上
門
脇
の
斜
面
に
お
い
て
採
集
し
た
焼

締
陶
器
片
、
磁
器
片
、
窯
道
具
、
耐
火
煉
瓦
片
を
紹
介

し
ま
し
た
。
焼
締
陶
器
片
と
磁
器
片
は
、
那
珂
湊
反
射

炉
に
耐
火
煉
瓦
を
供
給
し
た
登
窯
に
お
い
て
焼
物
も
生

産
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
資
料
で
す
。
ま
た
、
窯

道
具
は
出
土
し
て
い
る
耐
火
煉
瓦
に
そ
れ
を
使
用
し
た

と
み
ら
れ
る
痕
跡
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
登
窯
内

の
空
間
を
効
率
的
に
利
用
し
、
良
質
の
耐
火
煉
瓦
を
生

産
す
る
た
め
焼
成
に
際
し
て
重
ね
焼
き
技
術
を
採
用
し

て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
ま
た
、

窯
道
具
や
耐
火
煉
瓦
が
町
田
の
土
と
小
砂
の
磁
器
土
を

混
ぜ
た
特
徴
的
な
胎
土
を
持
つ
点
は
、
那
珂
湊
反
射
炉

の
建
設
に
際
し
て
、
水
戸
市
七
面
製
陶
所
、
常
陸
太
田

市
町
田
窯
、
栃
木
県
那
珂
川
町
小
砂
等
で
焼
物
生
産
に

従
事
し
て
い
た
在
地
の
陶
工
た
ち
の
関
与
が
あ
っ
た
と

【
謝
辞
】

　
本
報
告
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
家
田
淳
一
、
河
野
一
也
、

河
野
真
理
子
、
木
本
挙
周
、
斉
藤
新
、
関
口
慶
久
、
堀
内
秀
樹
、

水
本
和
美
の
諸
氏
か
ら
は
資
料
に
つ
い
て
有
益
な
御
助
言
を
頂

戴
す
る
と
と
も
に
文
献
貸
与
等
で
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

御
芳
名
を
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
六
年
度

器
土
を
混
ぜ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
大
成
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
株
式
会
社
の
河
野
一
也
氏
に
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（
３
）
註
２
に
同
じ
。

（
４
）
註
２
に
同
じ
。

い
う
指
摘
（
渡
辺
二
○
○
五
）
を
裏
付
け
る
も
の
で
す
。

登
窯
の
遺
構
は
未
確
認
で
す
が
、
近
い
将
来
何
ら
か
の

調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ

ら
の
採
集
遺
物
に
つ
い
て
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文

化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
へ
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
、
那
珂
湊
反
射
炉
跡
の
調
査
研
究
の
基
礎
資

料
等
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

及
び
二
七
年
度
文
化
庁
文
化
財

部
記
念
物
課
行
政
実
務
研
修
生

の
長
谷
部
善
一
、
川
口
雅
之
、
橳

島
幸
浩
、
坂
尻
望
、
田
村
聡
、
切

通
雅
子
、
能
登
原
孝
道
の
諸
氏
を

現
地
へ
案
内
す
る
機
会
が
な
け

れ
ば
こ
れ
ら
の
遺
物
と
巡
り
会

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
元
の
文
化
財
を
案
内
す
る
機

会
を
与
え
て
く
れ
た
同
期
研
修

生
た
ち
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を

表
し
ま
す
。

註（
１
）
水
戸
市
教
育
委
員
会
の
関

口
慶
久
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
２
）
こ
う
し
た
粒
子
を
含
む
も

の
は
、
町
田
の
土
に
小
砂
の
磁

復元されている那珂湊反射炉



１６　

ネ
ジ
バ
ナ

　

春
の
虎
塚
古
墳
壁
画
公
開
が
終
わ
る
と
、
虎
塚
古
墳
は
子
ど
も
達

で
賑
わ
い
ま
す
。
毎
年
、
五
月
か
ら
七
月
は
小
学
校
の
社
会
科
見
学

で
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
が
や
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
見
学
時
は
、

残
念
な
が
ら
壁
画
を
見
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
虎
塚
古
墳
の
上

に
登
っ
て
、
古
墳
の
形
や
大
き
さ
を
体
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
季
節
に
、
子
ど
も
達
に
気
付
か
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ひ
っ

そ
り
と
小
さ
な
花
が
咲
き
ま
す
。
そ
れ
が
今
回
ご
紹
介
す
る
ネ
ジ
バ

ナ
（
捩
花
）
で
す
。
ネ
ジ
バ
ナ
は
ラ
ン
科
ネ
ジ
バ
ナ
属
の
植
物
で
、

高
さ
が
一
五
～
四
○
㎝
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
全
国
各
地
の
日
当
た

り
の
良
い
芝
生
な
ど
に
生
育
し
ま
す
。
花
は
名
前
の
と
お
り
、
ね
じ

れ
て
螺
旋
状
に
咲
き
ま
す
。
非
常
に
小
さ
な
花
の
た
め
、
芝
生
に
寝

転
が
っ
て
近
づ
か
な
い
と
写
真
の
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。

　

見
学
の
た
め
に
訪
れ
た
子
ど
も
達
が
、
い
つ
か
こ
の
お
花
に
気
付

い
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

（
稲
田
健
一
）

2015 後期

2010.7.17

10
月

1
-
6

岡
田
遺
跡
試
掘
調
査
／4
埋
文

ウ
ォ
ー
ク
／6

金
上
塙
遺
跡
・
雷
遺
跡

試
掘
調
査
終
了
／7

上
高
津
貝
塚
ふ
る

さ
と
歴
史
の
広
場
「
第
14
回
企
画
展
上

高
津
貝
塚
の
こ
ろ
」
へ
資
料
貸
出
【
広
畑

貝
塚
縄
文
土
器
】
／8

高
岡
真
美
氏
（
神
奈
川
大

学
）
資
料
調
査
【
武
田
遺
跡
群
砥
石
】
／1

0

ふ

る
さ
と
考
古
学
⑧「
土
器
の
考
古
学
２
」

（
講
師
・
綿
引
逸
雄
氏
）／1

0
-
1
6

博
物

館
実
習【
八
州
学
園
大
学
】
／2

7
-
3
0

東
原
遺

跡
試
掘
調
査
／2

3

岡
林
孝
作
氏
・
福

田
さ
よ
子
氏
（
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
研
究
指

導【
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
鉄
釘
】

2
4

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑨
「
さ
わ
っ
て

楽
し
む
考
古
学
」（
講
師
・
広
瀬 

浩
二

郎
氏
）（
下
段
右
写
真
）
／2

8

ワ
ン
ケ
ー
ス

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
38
「
絵
に
な
る
埴
輪
Ⅱ
」

開
始
／3

0
-
3
1

虎
塚
古
墳
一
般
公
開

3
0

三
反
田
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見

学
／
JR
び
ゅ
う
見
学
／3

1

ク
ラ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
見
学
／『
埋
文
だ
よ
り
』第

43
号
発
行

11
月

1
-
3

虎
塚
古
墳
一
般
公
開( 2

埋
文
セ

ン
タ
ー
特
別
開
館)

／5
-
6

大
島
中
学

校
2
年
生
職
場
体
験
／6

阿
字
ヶ
浦
小

学
校
6
年
生
社
会
科
見
学
／
行
田
市
役

所
都
市
計
画
課
視
察
／6

-
8

虎
塚
古
墳

一
般
公
開
／7

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑩

「
壁
画
の
考
古
学
」（
講
師
・
堀
江
武
史

氏
）／
古
墳
に
コ
ー
フ
ン
協
会
主
催「
虎

塚
古
墳
探
訪
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
」
／

1
1
-
1
2

勝
田
第
三
中
学
校
2
年
生
職
場

体
験

11-13

堂
端
遺
跡
試
掘
調
査
／12

藤
本

武
氏
資
料
寄
贈【
大
田
房
貝
塚
石
器
ほ
か
】／
中

根
小
学
校
１
年
生
ど
ん
ぐ
り
拾
い

12

ナ
タ
リ
ヤ 

ツ
デ
ノ
ヴ
ァ
氏
・
大
貫

静
夫
氏（
東
京
大
学
）資
料
調
査【
後
野
遺
跡
石
器
】

17

中
村
信
博
氏
資
料
調
査
／
平
磯
小

学
校
6
年
生
出
張
授
業【
勾
玉
づ
く
り
】

22

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑪
「
フ
ィ
ー
ル
ド

探
検
」（
講
師
・
矢
野
徳
也
氏
）
／
谷
口

陽
子
氏
資
料
調
査
／27

堀
口
遺
跡
試

掘
調
査
開
始
／
み
と
し
ん
湊
経
営
研
究

会
出
張
講
座【
那
珂
湊
地
区
の
古
墳
】

12
月

1-9

平
井
遺
跡
試
掘
調
査
／2

堀
口
遺

跡
試
掘
調
査
終
了
／6

ふ
る
さ
と
考
古

19



　

編
集
後
記
の　

笑
う
埴
輪

　

公
開
講
座
「
縄
文
時
代
の
剣
」
の
参
考
展
示
と
し
て
、

企
画
展
「
日
立
変
成
岩
の
石
剣
」
を
組
み
立
て
る
こ
と

に
し
た
。
茨
城
県
北
部
に
お
け
る
縄
文
時
代
晩
期
の
石

剣
製
作
に
焦
点
を
定
め
る
わ
け
だ
が
、
こ
ま
ご
ま
と
し

た
資
料
ば
か
り
で
は
単
調
に
な
る
の
で
、
展
示
の
導
入

部
に
は
、
縄
文
時
代
中
・
後
期
の
大
型
石
棒
を
置
き
た

い
。
取
手
市
西
方
貝
塚
と
、
つ
く
ば
市
若
森
遺
跡
の

石
棒
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
電
話
で
内
諾
を
い
た
だ

け
た
。

　

も
う
一
つ
候
補
に
あ
げ
た
の
が
、
鹿
嶋
市
山
之
上
遺

跡
群
の
石
棒
だ
っ
た
。
糸
川
崇
さ
ん
に
案
内
さ
れ
て

一
七
年
前
に
所
在
を
知
っ
た
が
、
地
内
の
氏
神
社
に
む

き
だ
し
で
祀
ら
れ
て
お
り
、
む
や
み
に
公
表
す
る
と
盗

難
の
恐
れ
が
あ
っ
た
。
展
示
へ
の
借
用
と
、
こ
れ
を
機

に
鹿
嶋
市
教
育
委
員
会
で
保
管
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

も
の
か
と
、
地
主
の
方
へ
の
交
渉
を
、
そ
の
糸
川
さ
ん

に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
話
が
ま
と
ま
り
、
借
用
の
た
め
現

地
に
向
か
っ
た
際
に
も
、
糸
川
さ
ん
に
ま
た
力
を
貸
し

て
い
た
だ
い
た
。
二
つ
に
折
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
重

さ
七
七･

七
㎏
に
な
る
石
棒
を
一
人
で
運
ぶ
こ
と
は
難

し
い
。
石
棒
は
、
三
波
川
変
成
帯
の
緑
色
片
岩
で
製

作
さ
れ
て
い
る
。

一
〇
〇
㎞
を
優
に

超
え
る
こ
の
鹿
嶋

の
地
ま
で
、
縄
文

時
代
に
は
、
ど
の

よ
う
に
し
て
運
ん

だ
の
だ
ろ
う
か
。
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月
開館

日数

個人 団体 計

（人）（団体） （人）（人）
10 月 27 566 10（0） 94　 （0） 660
11 月 26 1137 12（5） 97（41）1234
12 月 24 125 4（0） 103　 （0） 228

1 月 24 134 3（0） 26　 （0） 160
2 月 24 124 5（1） 157 （45） 281
3 月 27 353 5 （0） 146　 （0） 499

合計 152 1873 29（6） 529 （46）2402

入館者状況（2015.10.1 ～ 2016.3.31）

（）内は学校数

表紙のモデルは稲田誉之さん（１歳４ヶ月）です。

学
⑫「
楽
し
い
楽
し
い
考
古
学
」（
講
師
・

さ
か
い
ひ
ろ
こ
氏
）
／
杉
岡
真
人
氏
資

料
寄
贈
【
ア
カ
ニ
シ
化
石
】
／1

0

岡
田
遺
跡

本
調
査
開
始
／1

0
-
2
2

岡
田
遺
跡
試
掘

調
査
／1

1

第
一
中
学
校
区
虎
塚
古
墳

め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク
／1

3
ワ
ン
ケ
ー
ス

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
38
終
了
／1

5
荒
谷
地

区
試
掘
調
査
開
始
／1

6

上
高
津
貝
塚

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
よ
り
資
料
返
却

／1
7

茨
城
県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
長

期
研
修
生
見
学
／1

7
-
1
8

足
崎
西
原
遺

跡
試
掘
調
査

1
月

9

荒
谷
地
区
試
掘
調
査
開
始
／1

3

郡

山
市
文
化
・
学
び
振
興
公
社
「
平
成
27

年
度
郡
山
市
文
化
財
企
画
展 

古
墳
時

代
の
郡
山
は
ど
こ
ま
で
分
か
っ
た
か

―
土
器
・
墓
・
ム
ラ
か
ら
探
る
―
」
へ
資
料
貸
出

／
早
川
麗
司
氏
【
毛
野
考
古
学
研
究
所
】
資
料

調
査
【
宮
後
遺
跡
ほ
か
土
器
】
／1

3
-
1
5

堀
口

遺
跡
試
掘
調
査
／1

5

茨
城
県
立
歴
史

館
「
平
成
27
年
度
特
別
展
Ⅱ 

茨
城
の
宝

Ⅰ
」へ
資
料
貸
出【
馬
渡
埴
輪
製
作
遺
跡
馬
形
埴
輪

ほ
か
】

2
1

岡
田
遺
跡
本
掘
調
査
終
了
／24

橋

本
勝
雄
氏（
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
）資
料
調
査

【
武
田
西
塙
遺
跡
ほ
か
石
器
】

2
6
-
2
8

下
高
井
遺
跡
試
掘
調
査
／27

文
化
庁
文
化
財
部
分
科
会
第
三
専
門
調

査
会
委
員
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
視
察

2
月

2

第
13
回
企
画
展
「
日
立
変
成
岩
の
石

剣
―
縄
文
時
代
晩
期
に
お
け
る
石
棒
の
製
作

―
」
開
始
／3

取
手
市
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
第
39
回
企
画
展
「
装
身
具
の
魅

力
―
華
麗
な
出
土
装
身
具
―
」
へ
資
料
貸
出
【
三

反
田
蜆
塚
貝
塚
土
製
腕
輪
】
／1

6- 1
9

堀
口
遺

跡
試
掘
調
査
／2

0

ひ
た
ち
な
か
市
の

考
古
学
第
9
回
①
「
縄
文
の
ふ
し
ぎ
な

形
の
石
器
た
ち
」（
講
師
・
後
藤
信
祐
氏
）

／2
3

笠
間
市
立
北
川
根
小
学
校
6
年

生
社
会
科
見
学

／24

郡
山
市
文
化
・
学
び
振
興
公
社

よ
り
資
料
返
却
／27

ひ
た
ち
な
か
市

の
考
古
学
第
9
回
②
「
み
ち
の
く
の
石

棒
生
産
」（
講
師
・
熊
谷
常
正
氏
）

3
月

5

ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学
第
9
回
③

「
茨
城
県
の
古
代
石
材
産
地
と
地
質
」

（
講
師
・
田
切
美
智
雄
氏
）
／2-5

堀
口

遺
跡
試
掘
調
査
／12

ひ
た
ち
な
か
市

の
考
古
学
第
9
回
④
「
茨
城
県
北
部
に

お
け
る
石
剣
の
製
作
」（
講
師
・
鈴
木
素

行
）／18

『
平
成
27
年
度
市
内
遺
跡
発
掘

調
査
報
告
書
』
発
行
／19

岡
林
孝
作
氏

（
橿
原
考
古
学
研
究
所
）研
究
指
導【
十
五
郎
穴
横
穴
墓

群
鉄
釘
】
／16- 23

御
所
内
Ⅰ
遺
跡
試
掘
調

査
／25

村
上
達
哉
氏
（
飯
能
市
郷
土
館
）
資

料
調
査【
武
田
遺
跡
群
須
恵
器
】／
荒
谷
地
区
試

掘
調
査
終
了
／26

茨
城
県
立
歴
史
館

よ
り
資
料
返
却
／31

虎
塚
古
墳
一
般
公

開
／『
埋
文
だ
よ
り
』第
44
号
発
行

20


